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システム工学部
システム工学科

機械
電子制御

電子計測

応用物理学

化　学

知能情報学 ネットワーク
情報学

環境科学

環境
デザイン

メディア
デザイン

社会情報学

システム工学部
システム工学科

応用理工応用理工応用理工学学領領域域

情報学領域情報学領域

環境境
デザイン学領領域域域

情報応用
教育

2023

化　学電子
物理工学

環境科学

情報システム
デザイン クロスリアリティ・

情報デザイン

ネットワーク
コンピューティング

建築・
ランドスケープ

ロボ
ティクス

情報基礎教育

科学技術の発展に伴い高度化・専門化する領
域へ総合的にアプローチする工学をめざす

10の教育研究領域から2つを選び基盤的
学力と幅広い技術分野への対応力を養成
する10メジャー体制

情報関連技術の急速な進展に伴う社会構造の革新に
対応し、新たな産業を創出する工学をめざす

情報の基礎・応用教育を基盤に、３領域８メジャー制
による複合的な専門教育と､学部･大学院を通してより
高度な工学的能力を実践的に身に付ける６年制教育

●創設の目的

●教育体制

●創設の目的

●教育体制

2015 ～ 2022 2023 ～

システム工学部は
常に躍進します︕

和歌山大学システム工学部においては、令和 7年度
入学者選抜（令和6年度実施）から、女子を対象とする
学校推薦型選抜として「学校推薦型選抜（女子枠）」
（募集人員10名）を実施しています。
我が国において、女子の大学進学率が年々増加し、
女性の社会での活躍が進む中、工学分野における
“ものづくり” や研究・技術開発に携わる女性の人材
育成や社会での活躍をさらに進める必要があります。

学校推薦型選抜
（女子枠）を
実施しています
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ɻۛ年、AI（$rtircial Intelligence）やϑρήυーνなʹ、

IT (Information Technology）関連の技術の発展にはめざましいものがあります。

また、IoT（,QWHUQHW�RI�7KLQJV）技術の進展により、

ଡझଡ༹で๴大な਼のحؽが΢ϱνーϋρφにંକさΗるようになり、

情報技術とుـやؽփなʹ༹々な技術との

༧合が進Ξでいます。

ɻシステム工学部では、͞のような

情報関連技術の急速な発展に対応し、

ଡ分野にわたͮて活躍で͘る人材を育成します。

1 2 3

システム工学部�3णのপऌऩ્ඉ

૚ঽのय़কリアプラン

に応गञള়領域に

णःथ学वऒधのदऌॊ

ॲঈঝメ४কー制

ेॉৈ২ऩ௧୅知௙ध

ૼ୒॑ৰᄷ的にମにહ

ऐॊऒधऋदऌॊ 6

ফ制ु৭උ૭能

情報の基礎ҩ応用教育

॑ঋースにؚ3 領 域

8メ४কーऊैऩॊ

ৈ২ऩ௧୅教育

和歌山ݟにおいても、情報ܧのة業の༢஗や
“ものづくり” 産業の技術革新なʹに஭力して
おり、ͨΗを͓ࢩる人材を育成していく͞とが
՟ୌとなͮています。

͞の入学者選抜の಍入により、ຌ学部における
学रڧ؂のξ΢ώーシテΡが進Ί、஋女がڠに
学び合い、઀ᛯ୘ຑする͞とで、社会をร革

で͘る新たなஎݡや技術をਫ਼Ί出ͦる人材を、
さらにഒ出していく͞とがغଶで͘ます。

৆ࡋについては、ӊの
QRαーχよりຌ学ಝઅ
Ϙージを͟ལくͫさい。
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■第３セメスタ

■第2セメスタ

■第1セメスタ

■第４セメスタ

■第５～８セメスタ

๮するメジャーを選୔س

๮する専門領域を選୔س

応用理工学領域 情報学領域環境デザイン学領域

メジャー

地
域
社
会
・
企
業
・
自
治
体
な
ど

インターン
シップ

システム工学部

6年制選択

Ҳൢ
選抜

Ҳൢ
選抜

Ҳൢ
選抜

Ҳൢ
選抜

Ҳൢ
選抜

Ҳൢ
選抜

Ҳൢ
選抜

Ҳൢ
選抜

システム工学研究科
６
年
制

６
年
制

６
年
制

６
年
制

６
年
制

６
年
制

６
年
制

６
年
制

４
年
制

４
年
制

４
年
制

４
年
制

４
年
制

４
年
制

４
年
制

４
年
制情報技術をベースとした

複合的専門教育

णݩਫ਼の基礎学力をݗ ・ࠬ୴ฯする。ݩࢾ໲ୌはڠ通ɻ学部一括選抜

情報応用科目

*SSTPʁSuper Science TeaFKHU�3URJUDPのྲྀで、教育学部の科໪をསरしてཀྵ科または਼学の教員を໪ࢨすプロήϧムです。

海
外
の

大
学
研
究
機
関

学部෮঵ਏ੯ٹ
द業科໪झพ སरୱҒ਼

প学੹೗૒৐਋ୖஙఊവਏ੯ٹ
द業科໪झพ སरୱҒ਼

研究室配属

高度専門型インターンシップ

留学生入学

●情報基礎科目
新情報技術֕࿨、情報ιΫϣϨテΡと情報࠹
ྛཀྵ���、情報਼学入門���、プロήϧϝϱήと
アϩβϨθム入門���、ؽࢋܯシステム入門
1/2、情報ϋρφϭーέ入門1/2

●工学基礎科目
તܙେ਼��2、ඏ੷分���、֮ 率౹ܯ、
基礎化学̘�̙、基礎෼ཀྵ学、システム
工学入門ιϝψー、領域・メジャー়ղ
%�$ԍसݩメジャー体、ٝߪ

●教養科目
わかやまາཔ学、ӵޢ、情報ॴཀྵ
なʹ

ロボ
ティクス

電子
物理工学 化学 環境

科学
建築・ クロスリアリティ・

情報デザイン
ネットワーク

コンピューティング
情報システム
デザイン

*SSTP

ランドスケープ

੗஘ऩਏ஦に応इॊऒधऋ
दऌॊढ़リय़ュラムଡਛ

Facult y of
Systems Engineering

ढ़リय़ュラムঐップ

教養教育科໪

工学基礎科໪

情報基礎科໪

情報応用科໪

୊1メジャー科໪

୊ メ̐ジャー科໪

ͨのଠメジャー科໪

ଖ業研究・ଖ業制ࡠ

ࣙ༟選୔科໪

24
16
12

4
28
14
10

8
8

総ܯ 124

30

6

1

4

10

9

システム工学研究（必र）

技術者ྛཀྵ（必र）

システム工学ߪ究（必སर）（選୔）

୊̏ɾ̐ メジャーߪ （ఈ科໪ࢨٝ）

ͨのଠメジャーߪ （ٝ選୔）
高度専門型΢ϱνーϱシρプ（選୔）

総ܯ
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２
年

１
年

１
セ
メ
ス
タ

２
セ
メ
ス
タ

３
セ
メ
ス
タ

４
セ
メ
ス
タ

４
Q

３
Q

２
Q

１
Q

４
Q

３
Q

２
Q

１
Q

最新情報
技術概論

プログラミングと
アルゴリズム入門１

プログラミングと
アルゴリズム入門２

計算機システム
入門２

計算機システム
入門１

応用理工学領域応用理工学領域 情報学領域情報学領域環境デザイン学領域環境デザイン学領域

ロボティ
クス

電子
物理工学 化学 環境

科学
建築・ クロスリアリティ・

情報デザイン
ネットワーク

コンピューティング
情報システム
デザイン

֦メジャー専門科目܊ ֦メジャー専門科目֦܊メジャー専門科目܊

ランドスケープ

情報数学
入門２

情報数学
入門１

情報処理ⅡB

情報処理ⅡA

情報処理ⅠB

情報処理ⅠA

情報応用２B

情報応用２A

情報応用１B

情報応用１A

情報ネットワーク
入門２

情報ネットワーク
入門１

情報セキュリティと
情報倫理２

情報セキュリティと
情報倫理１

学部共通
12単位必修
学部共通
12単位必修

情報基礎
教養科໪としての「情報ॴཀྵ」も必र教養科໪としての「情報ॴཀྵ」も必र
情報処理

情報応用
「情報応用̏」と
「情報応用̐」は
学部ڠ通ͫが、
ಋͣ科໪で
֦領域͟とに
実施する。
�ୱҒ必र。

情報॑基ೕधしञ教育

ৱતにणःथ

̏年࣏に�情報基礎科໪�と�情報ॴཀྵ科໪をསर
する͞ とにより、情報技術に関する基ຌ的な専門
எࣟと技能をरಚする と͞がで͘ます。͞ Ηらは、
新࠹、の情報教育の基礎となるものですがޛࠕ
情報技術の֕࿨から情報਼学、情報ιΫϣϨ
テΡや情報ϋρφϭーέ、プロήϧϝϱήなʹ幅
広い಼༲について学रします。

Ҳݒڅ஛ݒڅ್、࢞஛ݒ、࢞અؽփ施工؇ཀྵ
技࢞、ౖ໨施工؇ཀྵ技ݒ、࢞஛施工؇ཀྵ技࢞、
ుـ工ࣆ施工؇ཀྵ技࢞、؇工ࣆ施工؇ཀྵ技࢞、
造Ԅ施工؇ཀྵ技࢞、ుـ通৶工ࣆ施工؇ཀྵ技࢞

するメジャーをߊ๮する専門領域にഓ଒して専س
選୔したޛには、�� 情報応用科໪��をསरします。
͞の科໪は、ͨΗͩΗのメジャーの専門科໪と
಼༲的に݃びついており、情報ॴཀྵஎࣟを໪的
に応ͣて活用する能力を養います。

ॶఈのٝߪ科໪のୱҒをखಚする͞とにより、ҐԾのような֪ࣁをखる͞とがで͘ます。

˖खಚで る֪͘ࣁ

ദ෼ؙ学ܵ員೜用֪ࣁ

֪ࣁ໖ঈさΗるݩࢾ科໪のҲ部をݩࢾ˖

ϑΨφープ؇ཀྵ（څ̐）࢞

˖ਅ੧によりಚらΗる֪ࣁ

ࣙષ࠸ਫ਼ึ࢞

˖ण֪ࣁݩがಚらΗる֪ࣁ
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２
年

１
年

１
セ
メ
ス
タ

２
セ
メ
ス
タ

３
セ
メ
ス
タ

４
セ
メ
ス
タ

４
Q

３
Q

２
Q

１
Q

４
Q

３
Q

２
Q

１
Q

３
年

４
年

6ফ制のメリット

6ফ制教育にणःथ

6ফ制॑
৭උ

6ফ制॑
৭උ

6年制

୉学Ӆദ࢞઴غ՟ఖ
ʤఈҽʁ129໌ʥ

1ɼ2年生Ͳ情報ͶؖͤΖ基礎と応用を学र

学部一括選抜Ͳ入ࢾをࣰࢬ

4年制

Facult y of
Systems Engineering

より高度な専門性を身に付けるとともにଠ分野ཀྵմを਄化さͦるために、学部̒年ؔとദ࢞઴غ՟ఖ̐年ؔを
シームϪスに学रする͞とので͘る６年制を選୔する͞とがՆ能ですŉ

大学院ദ࢞઴غ՟ఖにおいて、国ࡏ会٠で
の発නや࿨ช౦ߚにもチャϪϱジしたり、高度
専門型΢ϱνーϱシρプでة業の研究ݳ৖
で実践力を養う͞ ともՆ能です。

༑઎的にس๮する研究࣪にഓ଒する͞とが
Ն能です。

大学院ಝ進プロήϧムをསरする͞とにより、
૥غに高度教育をणける と͞がՆ能です。

大学院ദ࢞઴غ՟ఖの入学ݩࢾが໖ঈさΗ
ます。

སर制ݸ科໪も༑઎的にणߪする͞とがՆ能
です。

成੹༑ऴ者として、より高度な専門எࣟを༙
する͞ との೟ఈॽをणけखる͞ とがで͘ます。

2年श྅࣎に、成੹
৏Ғ者が 6年制を
選୔する͞とが
Ն能ですʄ

੔੹৏Ғ
80໌ఖ度
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研究࣪ഓ଒݀ఈ

6年制αース選୔

2 年࣏

6年制ಝ༙科目

高度専門型
΢ϱνーϱ
シρプ

教養教育科໪ 工学基礎科໪ 情報科໪

メジャー専門科໪

ࣙ༟選୔
科໪

ଖ業研究

システム工学
研究ⅠB

システム工学
研究ⅠA

システム工学
究ⅠBߪ

システム工学
究ⅠAߪ

システム工学ߪ究IIB

システム工学ߪ究IIA

システム工学研究IIBシステム工学
プロジΥέφಝพԍस

システム工学�
ಝพࣙकԍसⅠōⅡ 専門科໪

6年制は
科໪ࢨఈあり

システム工学 ಝพ研रⅠ

システム工学�基礎ಝ࿨

システム工学ಝพ研रⅡ
システム工学ಝพࣙकԍसᶛ システム工学研究IIA

システム工学
実践科໪
実ແՊ教員
による

業連携科໪ة

1 年࣏

4 年࣏

3 年࣏

2 年࣏

1 年࣏

ɻ６年制では、͞Ηまでのξϔϩメジャー制をਫ਼か
しつつ、大学院ಝ進プロήϧムによͮて大学院の
専門科໪を学部࣎にསरする͞とがで͘ますŉまた､
システム工学実践科໪は、ة業と連携したद業科໪
であり､実践的なો養を身に付ける͞とがで͘ますŉ

6ফ制のढ़リय़ュラム

学
ɻ
部

大
学
Ӆ
ദ
࢞
઴
غ
՟
ఖ

ଖ
ۂ
࿨
ช

र
࢞
࿨
ช

ٗ
ढ़
ं
ྛ
ཀྵ

大学院ಝ進プロήϧム
（大学院の専門科໪が学部でསरՆ能）

領域ഓ଒݀ఈ

また､ 高度専門型΢ϱνーϱシρプをསरする͞と
により､ ､業との連携でة 実सによͮてαϝϣω
ίーシϥϱ能力､専門技術の応用力､ͨΗに実践力を
さらに高める͞とがで͘ますŉ

科໪໌等はรߍされる͞とがあります。
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応用理工学領域

ロボティクスメ४কー

電子物理工学メ४কー

化学メ४কー

�ถ಍は9ঌー४ڀ

�ถ಍は11ঌー४ڀ

�ถ಍は13ঌー४ڀ

システム工学部には、ҐԾにࣖすような 8 つのメジャー（専門的な教育՟ఖ）があり、༹々な઎୼技術
を学΁͞とがで͘ます。৆しくはͨΗͩΗのメジャーのϘージを͟ལԾさい。

੗ཪऩ੔ഈૼ୒に
ৌ応しञྟৡ的ऩメ४কー

Facult y of
Systems Engineering

ロボティクスメジャーでは、ロボットなどに代නされるメΩトロニクスحؽを
ްིదに設計し҈સにӣ用するための技術にؖするگ育とڂݜをߨいます。
対象となる分໼は෱߁く、ソフトウェアからύーχウェアまで、ؽփʶుـʶ情
報をバランスΓく学びます。

ుࢢ෼ཀྵ޽学メジャーは、෼ཀྵ学、ޭ޽学、ుـు޽ࢢ学、材ྋ޽学などの
分໼をѽいます。෼࣯科学にؖするેخを身に付けた৏で、フΧトニクスや
ΦϪクトロニクスの材ྋ開発から応用技術を学びます。

身のյりでは、ࢢݬや分ࢢの݃びつきにΓり生命活ಊや様々な෼ ・࣯材ྋܙ成
がߨΚれています。化学メジャーでは、͞のΓ͑な生命活ಊにؖΚる෼࣯や、
身のյりの෼࣯・材ྋの性࣯をཀྵմし、その創造や性能の発現、ۂࢊ΃の応
用にؖする技術について学びます。
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情報学領域

情報システムデザインメ४কー
人や社会を豊かにする情報システムを企画・設計・開発する能力を身に付けます。
情報技術に支えられた社会の仕組みを知り、新しい情報システムの可能性を探求
するために、ソフトウェア開発や高度なコミュニケーションについて学びます。

あらゆる人やモノがネットワーク接続されるデジタル社会において、人や社会を守り、
新たな価値を創造する技能を身に付けます。インターネットやモバイル通信だけでなく、
センサを社会活用するIoT、情報セキュリティ、ネットワーク分析等について学びます。

現実世界と仮想世界（メタバース）が融合する時代に向けて、現実世界に働きかける
ロボティクス、メタバースを実現するコンピュータグラフィックス（CG）、それらと
人を繋ぐ仮想現実（VR）、拡張現実（AR）、ならびに情報デザインについて学びます。

ネットワークコンピューティングメ४কー

クロスリアリティ・情報デザインメ४কー

環境デザイン学領域

環境科学メ४কー
環境科学メジャーでは、環境を守り、育て、次世代に継承する人材の育成をめ
ざして、環境破壊を未然に防ぐ、自然災害から命や暮らしを守る、地球温暖化
に対応する、美しい風景を創造するなど、持続可能な社会の実現に貢献する
ための知識と技能を学びます。

環境に配慮した建築について、インテリアデザインから都市計画まで、身近
な自然から森林まで、様々なスケールや地域における環境と生活空間を対
象として、自然と調和する技術や建築設計、地域づくりについて学びます。

建築ҩランドスケープメ४কー

�ถ಍は15ঌー४ڀ

�ถ಍は17ঌー४ڀ

�ถ಍は19ঌー४ڀ

�ถ಍は21ঌー४ڀ

�ถ಍は23ঌー४ڀ
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ロボティクス�メ४কー
ٛロボットؚ॑学ऻअؚ創ौअؚ৿ऊजअٜ

応用理工学領域

メ४কーのງஂ

ଢ଼஢य़ーワード

୳৒औोॊ
進ଡ଼

େ社会では、ものづくりの技術にも༹々な情報技術が用いらΗていݳ
ます。ロϚテΡέスメジャーでは、υジνϩ化࣎େに΀さわしい、もの
づくりの専門技術者の育成を໪ࢨした教育と研究をߨいます。対象と
なる分野は幅広く、ؽփ工学、ుـ・ు子工学なʹのものづくりの技術
から、情報・応用਼学なʹのմੵ技術、また、ܯ଎・制ޜなʹのシス
テム࿨まで、ଡزにٶびます。ͨΗらの学रを通し、ロϚρφなʹに
େනさΗるメΩφロωέスحؽをް率的にઅܯし҈સにӣ用するため
の技術を身に付けます。

ロϚテΡέス、ロϚテΡέス応用システム、ҢಊロϚρφ、人ؔ型ロϚρφのಊܯࡠժ、ロϚρφϑジϥϱ、ϑジϣアϩ
γーϚ、ؽփ学सに基づくժ଀೟ࣟ、ૌཱིࡠ業用൜用ロϚρφύϱχ、೼࣍・૤ࡠકྲྀ、λϓφアέチϣΦーν・ιϱγ、
λϓφロϚテΡέス、システム制ޜ、Ϝ΢έロϜシϱ、ҫྏ応用υώ΢ス、௔Խഀ応用ܯ଎、ඉഃշࠬݗ

எ的メΩφロωέス関ܐ
の研究࣪では、人ؔと
ಉするロϚρφやਫ਼活ڢ
ԋロϚρφの研究開発ࢩ
をͮߨています。कな
研究テーϜは、ロϚρφ
、構・ιϱγの開発ؽ
փ学सに基づく߸体・ौೊ෼の೟ࣟ技術の開発、ロϚρφؽ
のಊܯࡠժ๑の開発、ロϚρφのԗֶ૤ࡠ技術の開発、Ϗϭー
アシスφスーςの開発なʹです。

システム制ޜ関ܐ
の研究࣪では、࣏
੊େロϚρφਫ਼産
システムへの応用
を໪ࢨして、人ؔの
घのܙにଌわΗͥ
໪的のࡠ業に必要
なؽ能を॑ࢻしたロϚρφύϱχや、ͨうしたύϱχによる対象
෼の೼࣍・૤ࡠકྲྀについて研究しています。ྭ͓ͻ、ଡܙয়
部඾を੠֮に೼࣍Ն能な、ૌཱིࡠ業用൜用ύϱχの開発を
。ていますͮߨ

ɻೖຌのものづくりの

技術には੊ֆ的にݡて

も॑要なものが਼ଡくあり、ͨΗがೖຌのکΊとなͮ

ています。ޛࠕのೖຌの発展には、ୱなるմੵघ๑として

の情報技術ͫけではなく、ͨΗをものづくりの技術に

大学院進学、メーΩー（ࣙಊऄ、ుؽ、情報通৶حؽ、੠ືؽփ、ਫ਼産ؽփ、ҫྏحؽなʹ）、
システム開発会社、రಕ会社なʹのΦϱジωアおよび研究者

ଢ଼஢ງஂ

݃び付け、新しいՃ஍をਫ਼Ί出していく͞とが॑要です。

ロϚテΡέスメジャーは、まさにͨのような技術者を

育成するためのメジャーです。υジνϩ化࣎େのもの

づくりの技術を、ロϚテΡέスメジャーでҲॻに学び

ましΒう。

ਭୡেषのメッ७ー४
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機械設計ٹ
ものをࡠるには、ؽփの要ો部඾についてஎり、ک度
փ部඾を加工するؽ、が必要です。またܯむઅ؜をࢋܯ
ためのਦ໚のஎࣟも必要です。͞の科໪では、ؽփの
અܯと੣ਦの基礎を学΁とともに、CADによるؽփઅܯ
を実सします。

ロϚテΡέスメジャーでは、2年࣏よりまͥ、専門分野
の基礎となる、ؽփ、応用਼学、ుـ・ు子ܧ科໪を
体ܧ的に学रします。3年࣏になると、ͨ Ηらのஎࣟを
༧合・発展さͦるメΩφロωέス・ロϚテΡέスܧ科໪の
学रをຌ֪的に࢟めます。ಋغ࣎より࢟まる実ݩや
研究実सなʹは体ݩ型科໪であり、ٝߪで学Ξ಼ͫ༲
をより実践的なஎࣟとしてఈ஥さͦます。͞Ηらの学र
を通して、ものづくりに対しौೊな発૟をもͬ、ύーχ
ΤΥアからλϓφΤΥアにࢺる幅広いࢻ఼から໲ୌմ݀
にあたる͞とがで͘る技術者となるためのો養を身に
付けます。大学院では、学部で学Ξͫஎࣟをさらに
਄め、ͨΗらを実践的に研究や開発に活用で͘る能力
を養います。

ਫ਼活ؔۯのようなಊ的にร化する෈֮かなڧ؂では、
য়ڱを֮率的にあつかͮてロϚρφのߨಊを݀ఈする
必要があります。͞の科໪では、ͨのための基礎となる
֮率・౹ܯ、SLAM、ک化学सなʹについて学びます。

ન૨ロボティクスٹ

਌ऩ൥ଝ科目ढ़リय़ュラムの્౦
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ਭୡেषのメッ७ー४

୳৒औोॊ
進ଡ଼

大学院進学、ుحؽـ、ࣙಊऄ・ͨ の関連、ؽփ・੠ືحؽ、ۜ଒、ൔ಍体、ޭ学、ు子部඾、
ৱ඾、化学、Թജ業（ঐ社）、ు力、రಕ、情報・通৶業、ޮແ員なʹ

電子物理工学 メ४কー
ٛ物ସ科学॑学लؚ୾ध電子॑ඝौअٜ

応用理工学領域

メ४কーのງஂ

ు子෼ཀྵ工学メジャーは、ుـు子工学メジャーと材ྋ工学
メジャーが༧合してਫ਼まΗた新しいメジャーです。ѽう分野
は෼ཀྵ学、ޭ工学、ుـు子工学、材ྋ工学なʹଡزにわた
りますが、෼࣯科学に関する基礎を身に付け、ͨの৏でϓΧ
φωέスやΦϪέφロωέスの材ྋ開発からυώ΢ス応用
技術を学びます。ࣙಊӣ఺技術やҫྏਏஇ技術なʹ、ޛࠕの
社会においてますますଡ༹化するωーθにौೊに対応で͘る
能力の養成を໪ࢨします。

情報ϓΧφωέス研究࣪
では、ޭの高速・大༲
ྖな情報ఽૻ能力と、
αϱϒϣーνーによる
৶ߺॴཀྵを޾くૌΊ合
わͦて、ଡݫ࣏情報を
଎る、ى࿧・࠸構成する
研究にखりૌΞでいます。ྭ͓ͻ、̎ޭݫ࣏৶ߺからの3ݫ࣏
଀でଡ਼のഀௗ成分͟との分ޭࡳ଎や、Ҳ度のܯ分ාのؔۯ
ժ଀をखಚする研究をͮߨています。

ޭ技術材ྋ研究࣪では、
ൔ಍体ψό構造をͮ࢘た
ޭ応用の研究をͮߨてい
ます。ψό݃ধのࡠ੣から
෼性඲Ճ、υώ΢ス応用
までをघֽけており、基礎
෼性から応用技術までを
Ҳؑして学΄るのがಝௗです。ྭ͓ͻ、ྖ 子χρφとよͻΗるൔ಍
体ψό構造を用いた広ଵ域なۛ੼ݱޭ֐υώ΢スを開発し、ҫྏ
΢メージϱή技術であるOCTに活かす研究をしています。

ଢ଼஢ງஂ

ϓΧφωέスの઎進的

なޭ技術やψό材ྋなʹ

の઎୼的な材ྋ研究にັڷをもͮた઎ഒがຌメジャーを

選୔しています。専ߊ分野をҲから学΁͞とがで͘、

ࣙ分のۦघ分野にとらわΗͥ、༹々なものにேકして

います。社会で実践で͘るஎࣟやスΫϩを身に付ける͞と

で、ࣙ身の成ௗを実״で͘るでしΒう。ѽう઎進技術や

઎୼材ྋは身のյりに応用さΗ、ࢴたͬのਫ਼活をより

๝かにします。ଖ業・र྅ޛは、幅広い業झのଡ࠾な

。業へम৮してい͘ますة

ଢ଼஢य़ーワード

情報ϓΧφωέス、ޭ 応用ܯ଎、ޭ ΦϪέφロωέス、ޭ 工学、ޭ ϓΟ΢ώ通৶、ޭ ޭ、ඏ΢メージϱήݨ、࿧ى ഀιϱシϱή、
ඉતޭܙ学、ൔ಍体ψό構造、ޭ υώ΢ス応用、࢐化෼ൔ಍体、݃ ধ成ௗ、ޭ ෼性、ు子スϒϱ分ޭ、෼性ཀྵ࿨、୊Ҳݬཀྵࢋܯ、
಍ు性༙݃ؽধ、分子・݃ধ構造༩଎
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光計測工学

電ਞ৚ଡ଼ٹ
ుࣙـಊऄの෕ٶやυーνιϱνーといͮた情報΢ϱϓϧまで、
ుـΦϋϩάーのཤ用が࣯的にもྖ的にも֨大しています。ࢴたͬ
の社会で、ుـ工学の技術とໃ関ܐなものはないとͮݶてもգݶ
ではありまͦΞ。͞のद業では、ుـ工学の基礎をஎるために、
ుـյ࿑に関ܐする਼学的எࣟから、ుـյ࿑のմੵ๑、ͨ して
関ܐするさまざまな技術について学びます。

ు子෼ཀྵ工学メジャーでは、基礎科໪を学Ξͫ
のܧ�材ྋ෼ཀྵ、ܧυώ΢スޭ、ܧు子工学、ޛ
科໪܊をԥஇ的に学रします。スϜーφϓΧϱなʹ
の通৶حؽ、IoTでཤ用さΗるιϱγー、ఁ୺ો
社会に߫ݛする LEDなʹのు子υώ΢スをઅܯ・
開発する技術の学びと、ͨΗらを実ݳさͦるଡ༹
な材ྋにおけるు子෼ཀྵの学びにより、新しい発૟
でौೊにາཔの技術にேΞでいく人材を育成する
ΩϨΫϣϧムです。基礎எࣟの学रに加͓、実स・
実ܧݩの科໪ではࣙらघをಊかして学びます。
大学院では、さらに専門性を਄化さͦつつ、実践
的な研究活ಊを通して、広いஎݡからࣙら学び
໲ୌմ݀する力を֭ಚで͘ます。

材ྋ開発の࠹઎୼では、ݬ子・分子γ΢θの෼࣯અܯがߨわΗてい
ます。ྖ子力学は、ͨ のために必要なϝέロな੊ֆの基ຌ๑ଉです。
෼࣯をഀಊとして͓ߡるという͞ Ηまでの৙ࣟとかけ཯Ηた੊ֆを
基礎から学びます。

⋝�⋚୤子ৡ学基礎ٹ

਌ऩ൥ଝ科目ढ़リय़ュラムの્౦
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ਭୡেषのメッ७ー४

化学 メ४কー
ٛॼঀのૼ୒द物ସ・౫મ॑理ੰ・創ୗすॊٜ

応用理工学領域

メ४কーのງஂ

୳৒औोॊ
進ଡ଼

化学に関する基ຌ的๑ଉを学び、෼࣯に関するཀྵմの基盤をͮࡠ
たޛ、ψόϪϗϩでの化学のݬཀྵ、ਫ਼ໍݳ象に関わる෼࣯のༀׄ
と࢕ૌΊ、さらに化学分野における઎୼的எࣟをरಚします。͞
Ηらを基にして、実ݩとཀྵ࿨のྈ໚から新たなؽ能性෼࣯・材ྋ
のઅܯ・開発なʹをߨうための技術について学びます。͞うした
研究活ಊなʹを通ͣて、化学・ు子・ؽփなʹ幅広い産業分野で
活躍で͘る能力と、਄い専門的எࣟおよび݊સなྛཀྵ؏を身に付
けます。

ໃࡪ・ؽ体化学研究࣪
では、ۜ ଒ ( W、Mo、V)
࢐集੷体をգ࢐ો࢐
化෼化したϘϩΨΫλ
ϛϨΨΫλメνϪーφを
メ΢ϱνーΰρφとし
（੊ֆでΆ·༏Ҳ !）、
新و化合෼の合成、
構造݀ఈ、ܙ成ൕ応մੵなʹの基礎から、ݽ体材ྋ（ஹ଄、
౵）、ৰഖ、ਫ਼化学への展開まで、幅広く研究してـࣕ、ޭ
います。

大学院進学、メーΩー（化学、ҫ༂඾、材ྋ、ؽփ、ుؽ、ۜ଒なʹ）の研究৮、技術৮、
Ө業৮、ޮແ員なʹ

ଢ଼஢ງஂ

ɻ化学には、कに、෼ཀྵ

化学、༙ؽ化学、ໃؽ

化学、分ੵ化学、ਫ਼෼化学の � つの分野がありますが、

化学メジャーでは、͞Ηらの分野についてยりなく学΁

͞とがで͘るΩϨΫϣϧムをૌΞでおり、基礎的な力を

しͮかりと身に付ける͞とがで͘ます。また、ಋ学年の

学ਫ਼ಋͫ࢞けでなく、学年の֠ࠞをӿ͓たިླྀも੟Ξ

なので、ޕいに教͓あͮたり、ঁけ合ͮたりしながら、

いΘいΘな͞とを学び、成ௗしていく͞とがで͘るとࢧい

ます。

ଢ଼஢य़ーワード

ໃؽ合成化学、ໃؽ構造化学、න໚化学र২、ྖ 子化学ࢋܯ、ψόϭ΢Ϣ分子、分子݃ধξ΢ψϝέス、分子プローϔ、
Ϫアメνϩյफ、分子・΢Ψϱ೟ࣟ、༙ؽؽ能性材ྋ、༙ؽ合成化学、༙ؽΦϪέφロωέス材ྋ、ޭܮ性ψό材ྋ、
ྋ用΢Ψϱιϱγーࢾਫ਼体、ޜ能制ؽ๖ࡋ

ਫ਼෼化学研究࣪では「ਫ਼体分子
を௒΄る・૤る」をΫーϭーχ
に、新たな分子ςーϩの創出を
໪ࢨしています。ྭ͓ͻ、PCR
よりもް率的なҪఽ子ݗ出シス
テムや、Ṙのଡい̒॑࠱ DNA
のڏಊをࡋ๖಼で΢メージϱήで͘る
。৯ોの開発にखりૌΞでいますޭܮ
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⋝ط⋚થ機化学ٹ
る॑要な෼࣯であり、ͨの͓ࢩ化合෼はਫ਼ໍ体をؽ༙
構造や݃合༹ࣞによりଡ༹な化学ൕ応性がݳΗて͘ま
す。ຌٝߪでは、༙ؽ化合෼のൕ応性やؽ能が、構造
や૮ࡠޕ用･ు子য়ସ౵にʹのように関連して発ݳする
か学びます。

化学メジャーでは、情報基礎および基礎化学を学Ξͫ
の「化学」にܧਫ਼෼・ܧ分ੵ・ܧؽໃ・ܧؽ༙、ޛ
ついて体ܧ的に学びながら、অ々に専門性を਄めてߨく
͞とで、ࢴたͬの฽らしを͓ࢩる෼࣯・材ྋ・ਫ਼ໍに
まつわる「化学」સൢを学रする͞とがで͘ます（෼ཀྵ
化学の಼༲についてはメジャーڠ通科໪として఑ڛ）。
実ݩ科໪やԍस科໪で実践的なφϪーωϱήを、また、
ଖ業研究を通して専門எࣟを活かした໲ୌմ݀能力を
養います。大学院では、「化学」に関連する઎୼領域
の学໲を学रするとڠに、より専門性の高い研究活ಊ
を通して、化学的なஎࣟと໲ୌմ݀力を݋͸ඍ͓た能力
を身に付ける͞とがで͘ます。

ߡࢧ、力ࡱ؏科໪なので、化学の研究で必要なݩॵの実࠹
力、૟଀力を養うとともに、化学෼࣯をखりѽうための
基礎的எࣟ、۫حの࢘用๑、ى࿧のखり๏、݃ Վのまとめ
๏、ࡱߡの࢕๏なʹ、実ݩの基ຌ的な๏๑࿨を学びます。

⋝ط⋚化学ৰୡٹ

਌ऩ൥ଝ科目ढ़リय़ュラムの્౦



15

ਭୡেषのメッ७ー४

環境科学 メ४কー
ٛ੅ਢ૭能ऩ社会に๾൴すॊ知௙धૼ能॑学वٜ

υδ΢ϱ学領域ڧ؂

メ४কーのງஂ

୳৒औोॊ
進ଡ଼

、টする人材の育成をめざしܩ੊େに࣏、をगり、育てڧ؂
するためのஎࣟと技能を学びݛに߫ݳକՆ能な社会の実࣍
ます。

ౖৗԜઝ໲ୌմ݀を໪ࢨした਼஍մੵをߨい、さらにर෰
技術を఑Ҍします。
॑ۜ଒の଎ఈと෼࣯Ңಊをմ໎し、ஏځの१؂とڧ؂について
科学的な研究をߨいます。

に֒ࡄのޛࠕ、のメΩωθムを分ੵし֒ࡄ࠯ӏによるౖ߿
ඍ͓ます。

大学院進学、ݒઅ会社、ݒઅ・ڧ؂αϱγϩνϱφ、プϧϱφΦϱジωアϨϱή、ޮແ員（ౖ໨
৮、化学৮、ݒ஛৮）なʹ

1.環境Ԝઝを๹ࢯ・र෰ͤΖ

2.ࣙષ͖֒ࡄΔໍΏ฽ΔしをगΖ

ஏ域のݱࣁを活用したԻஈ化対ࡨをܯժし、ஏ域κロΩー
Ϛϱの実ݳに߫ݛします。

3.ஏځԻஈ化Ͷଲ応ͤΖ

ඔしい཮山ڧ؂の創造や؇ཀྵの実践を通ͣて、೸業Ҫ産や
ஏ域१ڠ؂ਫ਼ݏの੕ࡨをࢩԋします。

4.ඔし͏෫ܢを૓ଆͤΖ

ଢ଼஢ງஂ

ɻ人ؔ活ಊとڧ؂との

かかわりをཀྵմし、専門的

なஎࣟやスΫϩを身に付け、ͨΗをଡ༹で複ࡸなڧ؂

໲ୌのմ݀にༀཱིてる͞とを学΁メジャーです。学び

の৖を教࣪の֐にもٽめて実ࡏにஏ域のݳ৖にෟ͘、

ࣙષやڧ؂のয়ڱをஎり、ͨのրવを実践するݩܨ

も੷Ίます。ͨ͞には༹々なـづ͘や発ݡがあり、

ͨのݩܨはևさΞのগཔのࣆ࢕にも大いに活͘る͞とで

しΒう。ࣙષ๝かな和歌山での学びをҲॻに創造しま

ͦΞか。

ଢ଼஢य़ーワード

産業、֒ࡄմੵ学、ౖৗஏԾਭԜઝ、ஏ盤ڧ؂、学ڧ؂
メνϚϨθム、࣍କՆ能なਫ਼産とভඇ、ϧϱχスίープΦα
ロジー、೸業Ҫ産、ࣙ ఺ऄ、αϱϒϣーν・シϝϣϪーシϥϱ、
、工学ࡄಋҒ体、๹ڧ؂、ڧఁ୺ો社会、ਭ؂、१؂ݱࣁ
ਭช学
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਷ଅ環境ৰୡৰಆٹ $・%
実सを通して、ࣙષݩґൔౣをϓΡーϩχにした実ن
حؽ৖に出て、༹々な଎ఈ・分ੵݳ。象をཀྵմしますݳ
を実ࡏに૤ࡠ、մੵする͞とで、ਭやౖৗڧ؂のݳয়
とগཔの༩଎をするϠυϨϱή技術を身に付けます。

ྚ、ڧ科学メジャーでは、ਭ؂ڧ؂ ஏ、ࣙ ષΦϋϩάー、
Ϩγ΢έϩに関連したڧ؂໲ୌのմ݀を໪ࢨしています。
҈、システムαースとڧକՆ能な社会づくりを学΁؂࣍
સ・҈ৼな社会づくりについて化学のଈ໚から学΁؂
化学αースを選びます。いͥΗのαースも教育՟ఖのڧ
基ຌ構成はಋͣで、2年࣏にஏڧ؂ځや人ؔ社会のঀ
、は࣏象を科学的にմ໎するஎࣟや技๑を学び、3年ݳ
ժ、඲Ճ、؇ཀྵするܯへの対応を֒ࡄ໲ୌやࣙષڧ؂
ཀྵ࿨やघ๑をरಚします。4年࣏は研究࣪͟とにଖ業
研究をߨい、۫体的なଖ࿨テーϜにԌͮた໲ୌմ݀
のཀྵ࿨的ߡࢧ力やਲ਼ߨ力を身に付けます。

ڧで、ஏ域؂ྭࣆのઔླྀ域をϓΡーϩχにした身ۛなن
のݳয়や՟ୌを分ੵし対ࡨをཱིҌ、ްՎを༩଎・඲Ճ
するڧ؂ϠυϨϱή技๑をԍसࣞܙでसಚします。

%・$৉域環境ੰෲ౰ಆٹ

਌ऩ൥ଝ科目ढ़リय़ュラムの્౦
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ଢ଼஢ງஂ

ਭୡেषのメッ७ー४

建築・ランドスケープ
メ४কー

ٛ৉域ृঽேध৹ਮすॊ建築॑デザインすॊٜ

υδ΢ϱ学領域ڧ؂

メ४কーのງஂ

୳৒औोॊ
進ଡ଼

କՆ能な発展໪ඬ（SDG̈́࣍ ）をはͣめとするڧ؂にഓྂした
社会づくりが進む中、ڧ؂にഓྂしたݒ஛がٽめらΗています。
ຌメジャーでは、΢ϱテϨアυδ΢ϱから౐ܯࢤժ、身ۛなࣙષ
からਁྜྷまで、༹々なスίーϩやஏ域におけるڧ؂とਫ਼活ؔۯ
を対象として、बวڧ؂やஏ域性をもとに学びます。͞Ηらの
学びをとおして、ࣙષ࠸ਫ਼やྚ化なʹのࣙષと௒和する技術
やݒ஛અܯ、ஏ域づくりを実ݳで͘る技術者の育成をめざし
ます。

ஏ域の෫ܢをࡠܙる
υδ΢ϱをʹのように
造Ηͻྒྷいか、研究して
います。نґൔౣを෥ୈ
に、CO2のഋ出をཊ͓、
ஏ域のࡃܨを活性化さ
ͦ、ஏ域のྼ࢛やช化
をܩটするような「ेまいの型」を͓ߡています。գڊには
ͨのようなेまいとして「຿Պ」がありましたが、ۛେの
テέόロジーを用い、ݳେのਫ਼活を͓ߨる「ेまい」を͓ߡます。

身のյりのڧ؂である
ஏ域をよりよくするυδ
΢ϱを͓ߡています。
まͬの人たͬの੢にࣘ
をܑけながら、͘ۯஏ・
Պのཤ活用やஏ域͘ۯ
αϝϣωテΡの関わり
๏、౐ࢤと೸山ଞの関ܐなʹ、人ݰ޳ঙ社会におけるܯժ的
対応について研究しています。と͘にはまͬなかへඊびͫし
人々のߨಊ؏ࡱや活用の実践をࢾΊています。

ଢ଼஢य़ーワード

・ࢤժ、౐ܯஏ域・ࢤқঌ、౐、ܯ஛અݒ、ਫ਼と؇ཀྵ࠸のڧ؂・ժ、ஏ域ܯڧ؂・؏ܢ、ޤรಊと୦୺ો、ࣙષฯޫـ
ஏ域υδ΢ϱ、๹ࡄ、むらづくり、ؔۯઅܯ、CAD/CG

大学院進学、ݒઅ会社、અࣆܯແॶ、ݒઅαϱγϩνϱφ、े୒産業、ޮແ員なʹ

ɻຌメジャーでは、༹々

なスίーϩやஏ域を対象

として、ࣙષと௒和する技術やݒ஛અܯ、ஏ域づくりに

ついて学びます。ٝߪに加͓てਦ໚やໝ型の੣ࡠによる

に֐への఑Ҍ、野ڧ؂ࢤおよび౐ڧやਫ਼活؂ڧ؂े

おけるࣙષڧ؂の௒ࠬと଎ఈによる分ੵ・඲Ճ、ήϩープ

ϭーέやݳஏ௒ࠬによるஏ域への఑Ҍをߨうԍस科໪が

あり、णߪਫ਼や઎ഒ学ਫ਼、教員ともқ׷ިݡし、αϝϣ

ωίーシϥϱをखりながら、学΁͞とがで͘ます。
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建築計઺Bٹ
、෼（集合े୒・学校・ΨϓΡス）を対象にݒ性のあるڠޮ
ͨのݒ෼をཀྵմする৏で必要なஎࣟを学び、ͨのݒ෼
にన઀なوໝやഓ྽、ܙয়なʹのસ体଀を構૟する
ために必要なஎࣟと技術、๏๑について学びます。

とϧϱχ܊஛科໪ݒ஛・ϧϱχスίープメジャーにはݒ
スίープ科໪܊があります。ݒ஛科໪܊ではқঌ・અܯ、
・ਫ਼࠸ではࣙષ܊ժ、構造・施工、ϧϱχスίープ科໪ܯ
ྚ化、౐ࢤ・ஏ域について学びます。અܯ੣ਦでは
ਦ໚やໝ型の੣ࡠによる実ؔۯへの఑Ҍ、実स・ԍस
ではݳஏ௒ࠬやήϩープϭーέを通してஏ域への఑Ҍ
をߨう͞とで、αϝϣωίーシϥϱを通して՟ୌの発ݡ
および໲ୌմ݀の能力を身に付ける͞とがで͘ます。
ଖ業研究では、ݳஏ௒ࠬやアϱίーφなʹをߨい、
実ؔۯやஏ域への఑Ҍをߨいます。大学院では、ଠ者
とのڢಉなʹによりஏ域の՟ୌへの఑Ҍをߨうため、
さらに広いࢻ野をͬ࣍ながら専門的なஎࣟを਄める͞ と
がで͘ます。

ஏځԻஈ化、߿ӏ、௣ഀ、࠯റ化、ઊ໕するਫ਼෼、Φϋ
ϩάーの׉ޅなʹ、ஏځのາཔがৼഓになる࿫ୌにあ΀
Ηています。ຌٝߪでは、͞Ηらの՟ୌにཱིͬ޴かう
ために必要な͞とを、ਁྜྷのࢻ఼からմઈします。

஌௔環境学ٹ

਌ऩ൥ଝ科目ढ़リय़ュラムの્౦
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ਭୡেषのメッ७ー४

情報システムデザイン
メ४কー

ٛযध社会の基ೕधऩॊDXৎ৻の情報システムテムテ のർ੷ٜ

৚ๅ学領域

メ४কーのງஂ

୳৒औोॊ
進ଡ଼

ևさΞは、「DX」というݶཁをซいた͞とがあるでしΒう。DXは、
υジνϩφϧϱスϓΧーメーシϥϱのྲྀで、進化したυジνϩ技術
を社会の༹々な৖ॶにਃಃさͦる͞とによͮて、人々のਫ਼活をより
ྒྷいものへとร革する͞とです。情報システムυδ΢ϱメジャーでは、
AI や IoT を活用したαϱϒϣーνや΢ϱνーϋρφの࢕ૌΊを学び、
SE、�WebΦϱジωアなʹ、社会の༹々な৖ॶで活躍で͘る人材を
育てます。

実社会HCI関連の研究として
は、AR、VR、AI、SNSなʹを
応用してϐϣーϜϱ΢ϱν
ϓΥースや༹々なࢩԋシス
テムやࢩԋアプϨの研究を
�、ています。たと͓ͻͮߨ
95 を応用したスΫーΰϪϱυで
のݧثյඈ体ݩシステム、VRを
用いたޢ学学सࢩԋシステム、
փ学सؽ GANを応用したݒ෼の
υδ΢ϱࢩԋシステムなʹです。

高඾࣯かつఁαスφ、さらには、୻೴غがٽめらΗる
ۛ年のシステム開発では、ΨープϱλースλϓφΤΥア
(OSS)の活用が॑要な、あるいは、必ਤのघஊとなͮて
います。ΨープϱλースλϓφΤΥア工学研究࣪では、
OSSを「҈ৼ」してシステム開発に活用で͘るよう、
OSS開発を「͓ݡる化」するとともにਫ਼産性・඾࣯޴৏
のための「ࣙಊ化」技術の研究にखりૌΞでいます。

大学院進学、情報通৶、γーϑス産業、ΰーム・アϝϣーθメϱφ業ֆなʹにおける、SEや
λϓφΤΥアઅܯ・開発者、プロήϧϜ、υδ΢ψーなʹ

ଢ଼஢ງஂ

ଢ଼஢य़ーワード

αϝϣωίーシϥϱࢩԋ、υーνϜ΢ωϱή、プロήϧムմੵ、プロήϧϝϱή教育、λϓφΤΥア඾࣯඲Ճ、Ψープϱ
λース、Հ૟ݳ実״（VR）/֨௃ݳ実״（AR）、ϐϣーϜϱαϱϒϣーν΢ϱνϧέシϥϱ、٘ 人化ΦージΥϱφ、όϱώー
ώϩනݳ、ҫྏ情報ࢩ༙ڠԋ、๹ࢩࡄݰ・ࡄԋ

ɻ情報システムυδ΢ϱ

メジャーでは、λϓφ

ΤΥア工学、$5、95、$,、֦ झιϱγ、:HE なʹの༹々

な技術を༧合して、実社会にༀཱིつアプϨやΦϱνー

テ΢メϱφ、システムのઅܯと構஛๏๑を体ܧ的に

学びます。メジャーで学Ξͫஎࣟを基盤として、AIを

ཤ用したプロήϧϝϱήのࣙಊ化、๹ࡄアプϨ、ັや

、ԋࢩԋ、$Rを応用した学सࢩࡩݗでのおవޢり用ߵ

VRをཤ用したϐϢϨύρφシステム、ৼധιϱγを応用

した会ࢩ٠ԋシステムなʹの研究に応用Ն能です。
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९ইトक़ख़ア工学ٹ
Ϗλαϱ、スϜーφϓΧϱ、ΰームؽ、Պు、ࣙ ಊऄなʹ
をغଶ通りにಊࡠさͦる๴大なプロήϧムを、ਜ਼֮に、
ް率よく開発する技術をմઈします。実践的な開発๏๑
を学び、λϓφΤΥアを実ૹ、؇ཀྵする๏๑を学びます。

情報システムυδ΢ϱメジャーでは、社会のڠ通情報
基盤であるαϱϒϣーνやϋρφϭーέの࢕ૌΊを学΁
͞とからはͣまり、অ に々人ؔとの関わりにकءをҢしなが
ら、情報システムのةժ・開発やϐϣーϜϱ΢ϱνϓΥース
へと学びを進めてい͘ます。༹々な情報技術をཤ用した
αϱϒϣーνと人、人と人のܐわり合い、すなわͬ、αϝϣ
ωίーシϥϱのࡑり๏をஎる͞とで、社会における情報の
ༀׄや活用、システムのਫ਼産性と඾࣯について਄くߡࢧ
する͞とがで͘るようになります。͞Ηに加͓て、人工
எ能の科໪܊や、情報学領域でڠ通の科໪をญͦて学び、
情報ιϝψーによりݺพの専門領域の਄いཀྵմをಚます。
大学院に進学すると、「学स」「ࣟพ」「ࡩݗ」「ร׷」なʹ、
し、人に༑しい情報ٽ通する情報ॴཀྵの枠ૌΊを୵ڠ
ॴཀྵシステムへの高度化を໪ࢨします。

プロήϧムはたͫಊくͫけではなく、࢘う人がݡやすく、
૤ࡠしやすいようにઅܯする必要があります。͞のԍस
では、通৶対ક型システムのઅܯ、実ૹを通ͣ、ϋρφ
ϭーέ通৶やժ໚υδ΢ϱを؜むҲ連のシステム開発に
ついて学びます。

ネットワークシステム৫৅౰ಆٹ

਌ऩ൥ଝ科目ढ़リय़ュラムの્౦
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情報ϋρφϭーέ、΢ϱνーϋρφ、情報ཀྵ࿨、ໃત・Ϡώ΢ϩ通৶、έϧΤχシステム、υーνϗース、υーνΦϱジ
ωアϨϱή、WebアプϨίーシϥϱ、情報ιΫϣϨテΡ、IoT、WebϜ΢ωϱή、ϋρφϭーέ分ੵ、υーνγ΢Φϱス

ਭୡেषのメッ७ー४

ネットワーク
コンピューティングメ४কー

ٛँैॅॊデーॱ॑ଁ়ણ用すॊৈ২情報ネットワークのർ੷ٜ

৚ๅ学領域

୳৒औोॊ
進ଡ଼

ևさΞのϏλαϱやスϜーφϓΧϱͫけでなく、ࣙಊऄやঘ型
ιϱγなʹ、あらΑるυώ΢スがϋρφϭーέંକさΗる࣎େが
౺པしています。ຌメジャーでは、΢ϱνーϋρφやໃત通৶
技術であらΑるϠόがંକさΗたυジνϩ社会をཀྵմし、າཔを
開୕するための基礎技術を学びます。ໃત通৶技術や΢ϱνー
ϋρφ౵の要ો技術ͫけでなく、ϋρφϭーέにより఑ڛさΗる
γーϑスસ体をͦోݡるࢻ野の広い技術者を養成します。

ιϱγϋρφϭーέとは、
અ஖さΗたଡ਼のιϱγ
が連携して、଎ఈυーν
をफ集する࢕ૌΊです。
しかし、֦ιϱγόーχ
が౧ࡎするώρテϨ༲ྖ
はঘさく、ভඇు力を
ཊ͓ながらも、ιϱγが্ބしてもυーνが֮実に಩く৶བ
性が必要です。ຌ研究は、ଡ਼のόーχをஎ的に連携さͦて、
ް率的かつ৶བで͘るυーνफ集ܨ࿑を構஛・ң࣍します。

にはඈೋに必要࣎֒ࡄ
な情報やඅࡄয়ڱなʹ、
さまざまな情報を入घ
する必要があります。
しかし、大وໝな࣎֒ࡄ
は෕ஊཤ用している携ଵ
ు࿫や΢ϱνーϋρφは
通৶અඍがඅࡄして͓࢘なくなる͞ともあります。ͨのような
৖໚でも͓࢘るϋρφϭーέ技術について研究しています。

大学院進学、情報通৶産業・γーϑス産業౵のλϓφΤΥアΦϱジωア、΢ϱϓϧΦϱジωア、
ϋρφϭーέΦϱジωア、ιΫϣϨテΡΦϱジωア、システム・ϋρφϭーέ؇ཀྵ者、SEなʹ

΢ϱνーϋρφやໃત

通৶はあͮて౲たり઴の

技術としてևさΞのਫ਼活にఈ஥していますが、ιϱγ

υーν౵を社会にༀཱིてるI oT技術はまͫまͫ発展౏৏

です。また、ޛࠕは増大のҲ౏をḹるυーν通৶を͓ࢩる

ためのϋρφϭーέの構஛や、情報ιΫϣϨテΡ技術を

を๹͛技術者なʹ、ϋρφܺߊ・してγーώへの৷入࢘ۨ

ϭーέ技術者・研究者が活躍で る͘৖໚は਼ଡくあります。�

ଢ଼஢य़ーワード

ଢ଼஢ງஂ

メ४কーのງஂ
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情報ネットワークٹ
社会を͓ࢩる΢ϱνーϋρφやໃતϋρφϭーέの࢕ૌΊ
を基礎から学びます。ϋρφϭーέをϏίρφがླྀΗる
ૌΊ、ಊժやԽֺഓ৶࢕ૌΊ、WWWやు子メーϩの࢕
の࢕ૌΊなʹ、実践的なϋρφϭーέ技術を学びます。

ຌメジャーのΩϨΫϣϧムは、ݳେ社会を͓ࢩている情報
ϋρφϭーέ技術を中ৼとして、幅広くϋρφϭーέに
関わる技術分野をΩώーするように構成さΗています。
る΢ϱϓϧスφϧέチャである΢ϱνー͓ࢩେ社会をݳ
ϋρφの࢕ૌΊͫけでなく、ໃત・Ϡώ΢ϩ通৶の࢕ૌ
Ί、通৶やෘߺ化を͓ࢩる基礎ཀྵ࿨、ϋρφϭーέ৏で
ಊࡠするέϧΤχシステムやアプϨίーシϥϱ技術、
ϋρφϭーέを֐部からのܺߊからगるためのιΫϣϨテΡ
技術、IoT 技術なʹを学びます。͞Ηに加͓て、人工
எ能の科໪܊や、情報学領域でڠ通の科໪をญͦて学び、
情報ιϝψーによりݺพの専門領域の਄いཀྵմをಚます。
大学院に進学すると、͞ Ηらの技術を社会に応用するため
のより高度な専門技術を学΁͞とがで͘ます。

ҋߺ技術ͫけでなく、ೖ৙的に࢘用しているαϱϒϣーν
へのڶҘとͨの対ືؽ、ࡨ情報の؇ཀྵ、λϓφΤΥア
開発なʹにもࢻ野を広͝、҈સ・҈ৼを実ݳするための
ཀྵ࿨やघ๑なʹについて学びます。

ネットワーク७य़ュリティٹ

਌ऩ൥ଝ科目ढ़リय़ュラムの્౦
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クロスリアリティ・
情報デザインメ४কー

ٛਠৰ਼ੀधෘ୳਼ੀ॑੆়すॊ創ୗ情報工学のർ஢ٜ

৚ๅ学領域

メ४কーのງஂ

୳৒औोॊ
進ଡ଼

ۛ年、ݳ実੊ֆとՀ૟੊ֆ（メνώース）が༧合したਫ਼活ڧ؂
が構஛さΗつつあります。ຌメジャーでは、ݳ実੊ֆにಉ͘
かけるロϚテΡέスからメνώースを構஛するためのCGやAR
なʹのέロスϨアϨテΡを実ݳするための技術やஎࣟを໤ད的
に学びます。また、人ؔ工学やUX (プロξέφやγーϑスを
通ͣてಚらΗるす΄てのϤーδー体ݩ )なʹを通ͣて、Ϥーδー
をक体とした情報υδ΢ϱについても学び、έロスϨアϨテΡ
開発の࠹઎୼で活躍するための能力をᔽ養します。

研״実ݳ௃֨ؔۯ
究࣪では、ޭત౦
Ӫを活用した࣯״
૤ࡠやঁึְࢻ技
術の開発に஭力し
ています。ྭ ͓ͻ、
ҐԾのժ଀のよう
に、プロジΥέν
やΩメϧを用いたޭ学的なϓΡーχώρέॴཀྵにより、෼
体のޭୖ״やಃ໎״をϨアϩν΢ムで૤ࡠする技術を研究
しています。ࢴたͬは、͞のような技術を発展さͦてݳ実
੊ֆとՀ૟੊ֆのシームϪスな༧合を実ݳし、メνώース
。していますࢨする͞とを໪ݛの創造に߫ؔۯ

ωϙϱΨΨΩϝの෰ݫと
ͨのਫ਼ସを؏ࡱで͘る
VR展ࣖシステムの開発
をߨいました。ͨ のഥ੣
は੊ֆに 4体しかなく、
ͨの̏体であるຌ学の
ഥ੣のܙয়は෈ࣙષで
あると報ࠄさΗています。ͨ͞で、CGを用いてωϙϱΨΨΩϝ
の֪ࠐからͨのຌཔのࢡの推଎と෰ݫをߨい、൶らのਫ਼活する
༹子をVRで؏ࡱで͘る展ࣖシステムを開発しました。

大学院進学、情報産業・੣造業（ࣙಊऄメーΩーなʹ）・γーϑス業なʹにおけるSE、
CG/VR/ARΦϱジωア、プϧϱψー、情報ܧαϱγϩ、UXυδ΢ψー、UIυδ΢ψー、
WebΦϱジωア、Webυδ΢ψーなʹ

ଢ଼஢ງஂ

ଢ଼஢य़ーワード

έロスϨアϨテΡ（XR）、人工எ能（AI )、ロϚテΡέス、メνώース、αϱϒϣーνήϧϓΡρέス（CG）、Հ૟ݳ実（VR）、
֨௃ݳ実（AR）、υーνγ΢Φϱス、情報υδ΢ϱ、UXυδ΢ϱ、人ؔ工学

ਭୡেषのメッ७ー४

ま͟͞Θళ女଀プロジΥέシϥϱϜρϒϱή

ɻۛ年、Հ૟ؔۯとݳ実

を高度に༧合さͦたؔۯ

システムによͮて、ࡃܨ発展と社会的՟ୌのմ݀をྈཱི

する人ؔ中ৼ社会（6RFLHW\���）が఑঑さΗています。

6RFLHW\��� の実ݳには、�,R7、$,、ࣙಊӣ఺、ロϚρφ、

95、$5、&Gなʹ、༹ 々な࠹新技術が必要です。ຌメジャー

では 6RFLHW\��� のकༀであり、࣏の࣎େをࡠる、$Iを

し情報システムをਫ਼Ί出すΦϱジωア、メνώース࢘ۨ

を構஛で͘るCG/VR/AR Φϱジωア、ならびに࠹新の

&*�95 技術を応用で͘る8;υδ΢ψーを育成します。
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CGプログラ঑ング౰ಆٹ
αϱϒϣーνήϧϓΡρέスの基礎ཀྵ࿨を、プロ
ήϧϝϱήを通ͣて学΁ԍस科໪です。۫体的
には、ϪϱξϨϱή（ժ଀ਫ਼成）やϠυϨϱή
。౵のプロήϧϝϱή技術を学びます（য়ॴཀྵܙ）

ຌメジャーのΩϨΫϣϧムは、ݳ実੊ֆにಉ͘かけるAI×ロϚρφ܊、
メνώースを実ݳするXR×C G ͛ܪならびに人とシステムを、܊
情報υδ΢ϱ܊の３つの科໪܊で構成さΗています。AI×ロϚρφ܊
では人工எ能ԍस、எ能ロϚρφ֕࿨1、2、ժ଀ॴཀྵ、ժ଀ॴཀྵ
ԍसなʹを通ͣて、AIとロϚρφシステムに関する基ຌ的なஎࣟや
֦झυーνॴཀྵघ๑なʹについて学びます。XR×CG܊では֨௃
、A、B、CGプロήϧϝϱήԍस、ժ଀ॴཀྵԍसなʹを通ͣて״実ݳ
Հ૟ؔۯやϑジϣアϩ情報ॴཀྵの基礎技術を学びます。情報υδ
΢ϱ܊では情報υδ΢ϱ、人ؔ工学、υδ΢ϱةժ࿨、�UXυδ΢ϱ
ԍसなʹを通してϤーδ΢ϱνϓΥース、ةժघ๑について学びます。
͞Ηに加͓て、υーνγ΢Φϱス、人工எ能の科໪܊、またプロήϧ
ϝϱήԍसなʹ情報学領域ڠ通の科໪܊をญͦて学び、さらに情報
ιϝψーにより֦専門領域のཀྵմを਄めます。

情報システムやγーϑスを開発するࡏ、まͥυδ
΢ψーが UXをةժ・ཱིҌします。ຌԍसでは
υδ΢ϱةժ࿨や人ؔ工学に基づくϤーδー
ཀྵմをಁま͓、༑ΗたUXを創出するためのυδ
΢ϱ๏๑やア΢υア಍出・නݳ技術を学びます。

UXデザイン౰ಆٹ

਌ऩ൥ଝ科目ढ़リय़ュラムの્౦
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ロϚテΡέスメジャー

システム工学部では、ξϔϩメジャー制により、8つのメジャーから2つのメジャーをࣙ༟に選୔して
αースをઅఈで͘ます。͞͞では、େන的なαースについて়ղします。

৻਀的ऩコース
Facult y of
Systems Engineering

情報技術を基盤とした、ロϚρφ、制ޜૹ஖、ు子حؽなʹの࠹઎୼ύーχΤΥアを
開発するための複合技術を身に付けた人材を育成します。

փ、ޭ学、ు子部඾、ൔ಍体なʹの੣造業、ͨのଠؽಊऄ、੠ືࣙ、ؽփ、ుؽ

メढ़トロॽクスコース

৭උメ४কー

育ਛすॊয物൸

਋ୄऔोॊ಺૙੔

ు子෼ཀྵ工学メジャー

ロϚテΡέスメジャー

人工எ能技術を応用したஎ能ロϚρφなʹの΢ϱテϨジΥϱφシステムを開発する
技術者、研究者を育成します。

ࣙಊऄ、ుؽ、੠ືؽփ、ਫ਼産ؽփ、ҫྏحؽなʹの੣造業、情報通৶業、
γーϑス業、ͨのଠ

知能機械システムコース

৭උメ४কー

育ਛすॊয物൸

਋ୄऔोॊ಺૙੔

情報学領域から1メジャーを選୔

ు子෼ཀྵ工学メジャー

෼࣯に関する基礎的๑ଉから઎୼技術、およびܯ଎･情報ॴཀྵシステムにわたる
幅広いஎࣟと応用力を身に付けた人材を育成します。

ൔ಍体、ు子部඾、੠ືحؽ、化学・ҫ༂඾・化঻඾、ો材なʹの੣造業、ͨのଠ

ॼঀテクঀロ४ーコース

৭උメ४কー

育ਛすॊয物൸

਋ୄऔोॊ಺૙੔

化学メジャー

科学メジャーڧ؂

、఼、専門எࣟ・技術を身に付けࢻしうる分野ԥஇのݛକՆ能な社会づくりに߫࣍
຿ؔة業やޮؽڠ関౵で、国಼֐を෥ୈに活躍で͘る人材を育成します。

ޮແ員（ౖ໨৮、ݒ஛৮、造Ԅ৮）、ݒ஛અࣆܯແॶ、ݒ஛・े୒産業、ڧ؂プϧ
ϱφ関連業、ڧ؂ΦϱジωアϨϱή、ݒઅ・ڧ؂αϱγϩνϱφ、ͨのଠ

環境デザインコース

৭උメ४কー

育ਛすॊয物൸

਋ୄऔोॊ಺૙੔

஛・ϧϱχスίープメジャーݒ
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科学メジャーڧ؂

・的にཀྵմし、化学෼࣯にもとづく҈સܧ໲ୌを化学のଈ໚から総合的かつ体ڧ؂
҈ৼな社会づくりに対して、幅広い分野で߫ݛで͘る人材を育成します。

ޮແ員（化学৮）、ڧ؂଎ྖڧ؂、࢞αϱγϩνϱφ、化学なʹの੣造業、ͨのଠ

環境化学コース

৭උメ४কー

育ਛすॊয物൸

਋ୄऔोॊ಺૙੔

化学メジャー

情報システムυδ΢ϱメジャー

າཔの産業創造と社会ร革をݡੀ͓た人と社会を͓ࢩる応用を創造し、情報ϋρφϭー
έでંକさΗたஎ的情報システムをઅܯ・構஛する情報技術者、研究者を育成します。

情報通৶産業を؜む幅広い産業におけるλϓφΤΥア・΢ϱϓϧ・A,・ϋρφϭーέ・
ιΫϣϨテΡΦϱジωア、ͨのଠ

੔ഈ情報ネットワークコース

৭උメ४কー

育ਛすॊয物൸

਋ୄऔोॊ಺૙੔

ϋρφϭーέαϱϒϣーテΡϱήメジャー

ϋρφϭーέαϱϒϣーテΡϱήメジャー

ϑジϣアϩ情報ॴཀྵ、さらに情報υδ΢ϱの技術を、ؔۯ઎୼のϋρφϭーέ技術とՀ૟࠹
༧合したυジνϩ社会を開୕するஎ的情報システムを開発する技術者、研究者を育成します。

情報通৶産業を؜む幅広い産業におけるϋρφϭーέ・A,・΢ϱϓϧ・CG/VR/AR
Φϱジωア、UX/UIυδ΢ψー、ͨのଠ

社会情報デザインコース

৭උメ४কー

育ਛすॊয物൸

਋ୄऔोॊ಺૙੔

έロスϨアϨテΡ･情報υδ΢ϱメジャー

έロスϨアϨテΡ･情報υδ΢ϱメジャー

人工எ能、Հ૟ؔۯやϑジϣアϩ情報ॴཀྵ、さらに情報υδ΢ϱの技術を༧合したメν
ώースにおける創造的なஎ的情報システムを開発する技術者、研究者を育成します。

情報通৶産業を؜む幅広い産業におけるλϓφΤΥア・A,・WeE・CG/VR/AR
Φϱジωア、8;�8Iυδ΢ψー、ͨのଠ

創ୗ情報デザインコース

৭උメ४কー

育ਛすॊয物൸

਋ୄऔोॊ಺૙੔

情報システムυδ΢ϱメジャー
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教৩঳༮
Facult y of
Systems Engineering

ౖৗஏԾਭԜઝ、ஏ盤֒ࡄ、ླྀ域ਭ໲ୌ、
ಊସմੵ、ஏཀྵ情報システム（*,6）ڧ؂

ʨ教ɻदʩ झߒ ৵೯（Φήγ�όϔϤΫ）

産業Φαロジー、࣍କՆ能なਫ਼産とভඇ、
産業఺׷

ʨ教 दʩ ٤ీ�ౌ（Ϧシξ�όϚϩ）

、େः΢ϱϓϧࢤఁ୺ો社会、౐、१؂ݱࣁ
Φϋϩάー・෼࣯ϓロー分ੵ、ϧ΢ϓスν
΢ϩ఺׷

ʨ०教दʩ山ຌ ༠ޙ（ϢϜϠφϤΤβ）

ʨঁɻ教ʩ ୫޳ ਜ਼৵（νωήチ�Ϝγόϔ）
ਭڧ؂、ڧ؂ಋҒ体、ਭ࣯工学、ࣙ ષڧ؂、
ླྀΗ

ʨঁɻ教ʩ ਁ�༓཮歌（ϠϨ�ϤϨΩ）
қঌઅܯ࿨、ؔۯυδ΢ϱ、ݒ஛અܯ、
υδ΢ϱࢧ૟、ۛݳେݒ஛

ޭ෼性、Ϫーδー分ޭ、ు子スϒϱ分ޭ
ʨ०教दʩ वݫ�Ұ子（アΫϠφ�΢έα）

ൔ಍体υώ΢ス、ൔ಍体材ྋ、ൔ಍体݃ধ
成ௗ

ʨ०教दʩ Ӌ野�和ߨ（Τό�ΩθϤΫ）

ൔ಍体ྖ子χρφ、݃ ধ成ௗ、ψόϓΧφωέス
ʨ教 दʩ ඎ࡜ ৶ඛ（ΨδΫόϔϐα）

಍ు性化合෼、ཽ 子ؔ૮ࡠޕ用、ݽ体න໚、
݃ধ構造༩଎

ʨ教 दʩ 山門�ӵ༦（ϢϜΩχ�ϐυΨ）

෼性ཀྵ࿨、୊Ҳݬཀྵࢋܯ、ޭ फスϘέφϩٷ
ʨ०教दʩ ঘీ�গ人（Ψξ�Ϝγφ）

ଡۜݫ࣏଒化合෼、ϛϨΨΫλメνϪーφ、
ۜ଒գ࢐化෼、構造化学、༻ӹ಼ൕ応、
ৰഖ、ໃؽ材ྋ、݃ ধ構造մੵ、ଡ֫NMR、
体ݽ NMR

ʨ教ɻदʩ ຌ�ਜ਼人（ύシϠφ�Ϝγφ）ڰ

ߵ合成化学、෈੬合成、複ો؂化学、๗ؽ༙
ଔ化合෼、༙̣̜ؽ ̜̝ؽ༙、 ଢཇؽ༙̫、
ుஓ

ʨ०教दʩ大ਤծऴ࣏（ΨΨスΪ�ϐυジ）

分子ؔ૮ࡠޕ用、ు಍性ࣕ੶、分子ો子
ʨ教ɻदʩ Ԡ野 Ψέό）ٳ߅ ςϋϐγ）

、（ܧࢆഖ分༺）複合材ྋ、ψόཽ子ؽໃؽ༙
න໚化学र২、ޭܮώ΢Ψιϱγー

ʨ०教दʩ中ݬ Մ෋（ψΩύϧ�ϦシΨ）

構造༙ؽ化学、ࢋܯ化学、༙ؽ合成化学、
ඉ݃合૮ࡠޕ用

ʨ教ɻदʩ ྜྷ�૳子（ύϢシ�γφα）

ਫ਼体分子΢メージϱή、分子プローϔ、アϝό
࢐能性人工֫ؽ、ޜ能制ؽ๖ࡋ、分ੵ࢐

ʨ०教दʩࡖຌ�ཾ（γΩϠφ�νΩシ）

΢Ψϱιϱγー、ਫ਼体న合性材ྋ、Ϫアメνϩ
յफ、高選୔性

ʨ教ɻदʩ ໾౤�ઃ子（ϢジϜ�ιςα）

（қঌ）ܯ஛અݒ
ʨ०教दʩ Ց㟔 থ೯（ΩϭγΫ�ϜγϤΫ）

๹ࡄ、むらづくり、քڋे֐集ཚ研究、
すまい、集ཚ、ٓླ、ेช化、ਫ਼活ؔۯ、
ेまい๏、ؔۯ構成

ʨ०教दʩ ฑీ （ϐϧν�νΩϤΫ）ߨཾ

౐ࢤ・ஏ域ܯժ、౐ࢤ・ஏ域υδ΢ϱ、まͬ
づくり、͘ۯՊ、ஏ域αϝϣωテΡ、౐ࢤ೸山
ଞިླྀڕ

ʨ教ɻदʩ ؔٳࠦ ෍（γέϜϢスφϝ）߃

ժ、υδ΢ϱ・αϧϚϪーܯ஛ݒ、ܯઅؔۯ
シϥϱ、&$D/&*

ʨߪ ʩࢥ ઔֱ ఱ߄（ΩϭスϝόϨϐロ）

力学、応用਼学ܙ෼ཀྵ学、ඉતܯ౹
ʨ教ɻदʩ �ஒ成（ϝϢήチ�φϠシΰ）޳ٸ

௔Խഀ、ඉഃշܯ଎、高分子ک༢ు材ྋ、
メΩφロωέスܯ଎

ʨ教ɻदʩ ଞీ བ৶（ムϧν�ϦϨόϔ）

ʨ०教दʩ �५（ϝϢδΫ�ジϣϱ）࡜ٸ

ۜ଒ࡪ体、ݽ体෼性、๎ࣻޭ、ు子য়ସ、
փ学सؽ

ޭψόܯ଎、ݨඏޭ΢メージϱή、ඉતܙ・
ඉฑܧߩの෼ཀྵ

ʨߪɻࢥʩ ٤ీ�݊ช（Ϧシξ νίϓϝ）

λϓφアέチϣΦーν・ιϱγ、λϓφロϚテΡ
έス、Ϝ΢έロϜシϱ、ඏࡋ加工

ʨঁɻ教ʩ ٢ஏ ๞༓（Ϋέチ�έωφϠ）

情報ϓΧφωέス、ޭ ޭ、࿧ى 応用ܯ଎
ʨߪɻࢥʩ ీ࠹ ༡ղ（γ΢ν�ϤΤスί）

MEMS（Micro Ele c t ro Mechanica l
Systems）、Ϝ΢έロϓΟϔϨίーシϥϱ、
ψόϜ΢έロメΩωέス、Ϝ΢έロιϱγー

ʨ०教दʩ ช（ϝΫ�ϐロϓϝ）ߔ�ײ

応用情報技術࿨、ロϚテΡέス、メΩφロωέス
ʨ教ɻदʩ中౤ ऴ࿗（ψΩジϜシϣΤロΤ）

システム制ޜ、ロϚテΡέス、৾ಊ制ޜ、
ଡࢨύϱχ、テϱιήϨテΡ、ؽ能材ྋ

ʨ教ɻदʩ ௗੋ （ψΪι�ίϱジ）್ݣ

ロϚテΡέス、αϱϒϣーνϑジϥϱ、ؽփ学
स、ಊࡠմੵ

ʨ०教दʩ ঘઔޭݬҲ（ΨΪϭϧαΤ΢チ）

ロϚテΡέス、ϑジϥϱ、人ؔ
ʨ०教दʩ �ఱ໎（Ϝϩ�όϨアΫ）؛

ʨ०教दʩ （χώシ�ϐロΫ）و޼�ڰౖ
ロϚρφύϱχ、ϜωϒϣϪーシϥϱ、ロϚρφ
ਫ਼産システム、αϱプϧ΢アϱφロϚρφ

ஏځԻஈ化、ਁ ྜྷ、৪෼、ਫ਼෼、ۛ ࣙષ学、
ࣙષฯ࠸・ޤਫ਼、ϑΨφープ、ڧ؂教育、༱պ

ʨ教ɻदʩ中ౣ ಲ࢚（ψΩシϜ�アςシ）

ྚஏܯڧ؂ժ、౐ࢤ೸ଞܯժ、१؂型社会
ʨ०教दʩ �༠್（ύϧ�ϤΤジ）ݬ

ஏཀྵ情報システム（*,6）、ླྀ 域ਭڧ؂、౐ࢤ
ౖ、֒ࡄӏ߿、ਭߓ ֒ࡄ、֒ࡄஏ盤、֒ࡄ࠯
ഉؼ෼�

ʨ०教दʩీ಼�༡人（νόΤチ�ϐロφ）

応用ཀྵ޽学྘域 環境デザイン学྘域

環境科学メジャーロボティクスメジャー

ుࢢ෼ཀྵ޽学メジャー

化学メジャー

建築・ランχスケーϕメジャー
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人工知能、計算 論 理、マルチエージェント
システム

［教　授］　坂間 千 秋（サカマ チアキ）

データエンジニアリング、デジタルアーカイブ、
全文検索、学習支援システム

［准教授］　村川 猛彦（ムラカワ タケヒコ）

数理工学、 アルゴリズム論、 計算幾何学
［教　授 ］　今井 敏行（イマイ トシユキ）

Webマイニング、情報検索、自然言語処理、
ネットワーク分析、機械学習、ソーシャル
メディア、食情報処理、学術情報処理

［教　授］　風間 一洋（カザマ カズヒロ）

機械学習、知能ロボット、ロボットビジョン、
パターン認識

［教　授］　中村 恭之（ナカムラ タカユキ）

拡張現実感、プロジェクタカメラ系、視覚補助、
光学演出、質感

［教　授］　天野 敏之（アマノ トシユキ）

コンピュータグラフィックス、リアルタイム
レンダリング、ビジュアルエフェクト（VFX）、
バーチャルリアリティ（VR）

［准教授］　床井 浩平（トコイ コウヘイ）

音声対話、音声認識、インタフェース、Web
システム

［講　師］　西村 竜一（ニシムラ リュウイチ）

デザイン方法論、デザイン企画・調査分析、
プロダクトデザイン、データマイニング、形状
処理、感性工学

［教　授］　原田  利宣（ハラダ トシノブ）

ソフトウェア工学、ソフトウェア開発環境、
ユーザインタフェース

［教　授］　満田 成紀（ミツダ ナルキ）

ユーザエクスペリエンス、人間工学、ヒュー
マンインタフェース、ユーザビリティ

［助　教］　松延 拓生（マツノベ タクオ）

光応用計測、光記録、非線形光学

無線ネットワーク、通信方式
［教　授］　宮本 伸一（ミヤモト シンイチ）

ヒューマンコンピュータインタラクション、
学習支援、スキル学習、仮想現実感（VR）、
拡張現実感（AR）

［准教授］　曽我 真人 （ソガ マサト）

防災・減災情報システム、グループウェア、
情報ネットワーク、ネットワークサービス

［教　授］　塚田 晃司 （ツカダ コウジ）

教育工学、オントロジー工学、知識工学
［教　授］　松田 憲幸（マツダ ノリユキ）

インターネット・アーキテクチャ、情報セキュ
リティ、ネットワーク運用管理

［講　師］　川橋 裕 （カワハシ ユタカ）機械学習、人工知能、画像認識、センサー
データ解析

［准教授］　八谷 大岳（ハチヤ ヒロタカ）

QoS、コンテンツ配信網、マルチメディア通信
［講　師］　藤本 章宏（フジモト アキヒロ）

コンテンツ配信網、ネットワーク支援技術、
脳情報工学

［講　師］　三浦 浩一（ミウラ ヒロカズ）

グループウェア、ヒューマンコンピュータイン
タラクション、コミュニケーション支援、多言
語・異文化コラボレーション支援、医療
情報共有支援、防災・減災支援システム、
データマイニング

［教　授］　吉野 孝 （ヨシノ タカシ）

リポジトリマイニング、オープンソース、品質
改善、プロセス改善

［教　授］　大平 雅雄（オオヒラ マサオ）

情報理論、シャノン理論、多端子情報理論
［教　授］　葛岡 成晃（クズオカ シゲアキ）

情報ネットワーク、Internet of Things(IoT)、
最適化アルゴリズム、データベース、スマー
トモビリティ

［教　授］　吉廣 卓哉（ヨシヒロ タクヤ）

深層学習、パターン認識、画像処理、音声
情報処理、自然言語処理

［准教授］陳 金輝 （チン キンキ）

ソフトウェア工学、ソフトウェア品質評価、
プログラム解析、プロジェクト管理、オープン
ソース、データマイニング

［准教授］伊原 彰紀（イハラ アキノリ）

擬人化エージェント、ノンバーバル表現、
対話、雰囲気

［講　師］　伊藤 淳子（イトウ ジュンコ）

深層学習、パターン認識、DNNモデルの
圧縮と実装、画像認識、画像検索、その
他機械学習全般

［講　師］　菅間 幸司（カンマ コウジ）

ブロックチェーン、自己組織化、ネットワー
ク制御、ネットワークセキュリティ、サイバー
フィジカルシステム

［講　師］　久世 尚美（クゼ ナオミ）

［准教授］　似内 映之（ニタナイ エイジ）

情報学領域 学部連携教員

ロボティクス、Man-Machine interface、
外骨格型ロボット、学習制御、動作推定・
予測、生体信号、アシスト

［講　師］　古川 淳一朗（フルカワ ジュンイチロウ）

デジタルライブラリ、ソーシャルメディア、学術
情報流通、図書館情報学、計量書誌学／科学
計量学

［講　師］ 吉川 次郎（キッカワ ジロウ）

マルチモーダル情報処理、感情認識、対話
システム、機械学習

［講　師］ 堅田 俊（カタダ シュン）
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進学（和歌山大学大学院システム工学研究科博士後期課程）：2名

システム工学部就職状況

システム工学研究科博士前期課程就職状況

就職者数
【学部】
132名

はん用・生産用・業務用機械器具製造業8名（6%）

電気・情報通信機械器具製造業3名（2%）

輸送用機械器具製造業8名（6%）

電力・ガス・熱供給・水道業
2名（2%）

その他の製造業 1名（1%）

電子部品・デバイス・電子回路製造業4名（3%）

鉄鋼業・非鉄金属・金属製品製造業
2名（2%）

印刷・同関連業 2名（2%）

不動産取引・賃貸・管理業 3名（2%）

建設業15名（10%）

運輸業・郵便業 2名（2%） 情報通信業48名（36%）

その他のサービス業 7名（5%）

その他の専門・技術サービス業
4名（3%）

生活関連サービス業、娯楽業2名（2%）

国家公務2名（2%）

学校教育 1名（1%）

地方公務17名（12%）

卸売業 1名（1%）

就職者数
【博士前期】

139名

はん用・生産用・業務用機械器具製造業
20名（14%）

電気・情報通信機械器具製造業
18名（13%）

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業 1名（1%）

その他の製造業 6名（4%）

電子部品・デバイス・電子回路製造業
13名（9%）

輸送用機械器具製造業6名（4%）

化学工業、石油・石炭製品製造業 3名（2%）

鉄鋼業・非鉄金属・金属製品製造業1名（1%）

印刷・同関連業 1名（1%）

小売業 1名（1%）

建設業 9名（6%）

運輸業・郵便業 3名（2%）

情報通信業46名（33%）

その他のサービス業 5名（4%） その他の専門・技術サービス業 1名（1%）

地方公務 5名（4%）

　大学院に進学して、より高度な専門性を身に付けることが、上場･グループ企業への就職に有利に働いています。中でも情報
技術を基盤とした職種への就職割合が高くなっており、複合領域の学修に加えて情報技術を身に付けることが望まれます。

進学（和歌山大学大学院システム工学研究科博士前期課程ほか）：170名

就職状況（2025年3月卒業）
Faculty of
Systems Engineering



30

入試情報、アクセス
Faculty of
Systems Engineering

入学試験について

学校推薦型選抜 令和 8 年1 月 31日30名

170名

110名

令和 8 年 2 月25日

令和 8 年 3月12日

書類、面接

数学､ 英語

総合問題

定員入学試験 選抜日程（予定） 個別学力検査

必要

学校推薦型選抜（女子枠） 令和7年11月29日10名 書類、面接不要

必要

必要

大学入学共通テスト

一般選抜（前期日程）

一般選抜（後期日程）

●システム工学部システム工学科として一括で入学試験を行います。
●大学入学共通テストでは、指定した科目を受験する必要があります。
●その他詳細は本学部ウェブサイトにてご確認ください。

詳細は
こちら

入試情報

アクセス

（注）南海和歌山大学前駅から
徒歩で約20分、和歌山バス（和歌山大学前駅東口
バス停 和歌山大学行き）で約4 分

和歌山大学（和歌山市栄谷930番地）
※いずれも「和歌山大学」バス停下車

南海和歌山市駅から
和歌山バス（4番乗り場 和歌山大学行き）で約20分

JR 和歌山駅から
和歌山バス（4番乗り場　和歌山大学行き）で約30分

「大学口」「大学門前」各停留所は和歌山大学の
最寄停留所ではありませんのでご注意ください。

入試関係をはじめ、本学部に関する
最新情報は、ウェブサイトにて発信
しますので是非ご確認ください！

check!!

上の内容は変更されることがあります。必ず、学生募集要項を確認して下さい。
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